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＜めざす生徒像＞
（知）自ら学ぶ生徒 古殿町立古殿中学校
（徳）礼儀正しく思いやりのある生徒 校長 上野 康生
（体）心身ともに健康な生徒

～ 第４７回玲瓏祭 大成功！ ～
１０月１６日（土）に第４７回玲瓏祭が行われました。お忙しい中、桑原論副町長様をはじめ、ご来賓の皆

様、そして保護者の皆様においでいただき、誠にありがとうございました。今年度もコロナ禍での開催のため、
検温や来場者の人数制限など、様々なご協力をいただきながら開催できましたことに心より感謝申し上げます。
さて、当日はテーマ「Challenge ～仲間と挑戦した日々を～」（２年生の鈴木来夢くん考案）のもと、開会式

において全校生で作り上げたビッグアートの披露、個性豊かな学級紹介動画、実行委員による工夫を凝らした
企画に始まり、午前中は英語弁論発表や意見発表、学年発表が行われました。英語弁論発表は県大会に出場し
た岡部空愛さんと有賀花梨さんの発表ということもあり、会場の皆さんはその美しい発音や発声に聞き入って
いました。意見発表では各学級の代表がそれぞれのテーマで自分の考えを堂々と発表しました。「家族」、「部活
動」、「食品ロス」、「貧困」、「動物の命」、「自分の夢」と身近な話題から社会的な課題まで幅広い発表があり、
大変参考になりました。その中で、「動物の命の重さ」をテーマとして発表した佐藤美優さん（３年）が最優秀
賞を受賞し、１１月１１日に行われる石川地区弁論大会に出場します。その後行われた学年発表では、各学年
が古殿町の魅力や体験学習で学んだこと、夢を諦めずに挑戦することの大切さなどを映像や劇、ダンスなどを
効果的に取り入れ、所々にユニークな場面も交えながら楽しい発表を披露しました。午後は合唱コンクール。
ここでも感染症対策で、マスクの着用や隣の生徒と距離をとることなど生徒に辛い思いをさせてしまいました
が、１学期からこつこつと練習してきた成果を十分に発揮しました。元気な歌声を響かせた１年生、少ない人
数で一生懸命頑張った２年生、一歩大人のハーモニーを奏でた３年生、そして洗練された素晴らしい合唱を披
露した特設合唱部。本当に素晴らしい合唱コンクールでした。「secret base ～君がくれた物～」で最優秀賞を
受賞した３年１組の皆さん、指揮者賞を受賞した渡邉将君（３年）、努力賞を受
賞した伴奏者の皆さん、本当によく頑張りましたね。そして閉会式。実行委員
の企画や玲瓏祭を振り返るスライドショーを楽しんだ後、最後にテーマソング
の「やってみよう」を全員で合唱して第４７回玲瓏祭の幕を閉じました。
生徒一人一人が自分の個性を発揮して光輝いた姿、成功に向けて全校生徒が

一致団結して頑張った姿。これらの姿はまさに「Challenge ～仲間と挑戦した
日々を～」そして本校の校訓である「夢 協同 敬愛」が目に見える形として
表れたものだと考えています。生徒の皆さん、お子さんを支えてくださった保
護者の皆様をはじめ関係の皆様、そして生徒に寄り添って指導に当たった先生
方、本当にありがとうございました。 まさに大成功！

頑張った実行委員の皆さん ビッグアート披露 意見文発表 １学年発表（古殿町の魅力）

２学年発表（職場体験から） ３学年発表（「チャレンジしやがれ」） 合唱コンクール

～ ソフトボール部、祝 県大会出場！ ～ ～ 学習の秋 読書の秋 ～
１０月９日（土）～１０日（日）に行われた県南新 来週行われる１年生のブリティッシュヒルズ研修を

人ソフトボール大会において第３位となり、今月３０ もって大きな学校行事は一段落となります。長い２学
日（土）～３１日（日）に東風の台運動公園グランド 期もいよいよ折り返し地点。後半はこれまで以上に学
（白河市東）で行われる県大会に出場します。少人数 習に力を入れて学力を高めてほしいと思います。３年
という厳しい環境の中でコツコツと努力を積み重ねて 生は高校入試に向けてまっしぐら。１秒たりともムダ
きた結果が見事に出たことをとても嬉しく思います。 にはできません。１、２年生も２学期の学習内容が進
県大会でも思う存分力を発揮してほしいと思います。 級後の学習内容に大きく関わります。理解できないこ

とを１つでも減らせるよう、計画的に学習してほしい
～ 酒井佑真君 祝 県大会優勝！ ～ と思います。また、読書量が多い生徒ほど学力が高い
１０月１０日（日）に行われた福島県中学校新人陸 傾向にあるという調査結果があります。ぜひ読書にも

上競技大会において、２年男子砲丸投に出場した酒井 親しんでほしいと思います。
佑真君（２年）が11ｍ98の記録で見事優勝しました。 学習、読書、そしてスポーツと生
また、前日の２年男子100Ｍに出場した小針星砂君はア 徒の皆さん一人一人にとって実り多
クシデントに見舞われながらも８位入賞を果たしまし い秋になることを願っています。
た。２人の今後のますますの活躍を祈っています。


